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叢生 解消 に小 臼歯抜去 を選 択 しなか ったの は,
Low　Angleのため抜歯法による下顎前歯の舌側傾
斜 を避 けるためであった。動的終了時の頭部X線



















-10mm認め,オーバ ージェ ッ トが+9.0mm,オー
バーバイ トが+5.0mmと過蓋咬合 を認 めた。左右
側臼歯部は鋏状咬合 してお り,下顎歯列 には強い
スピー彎曲と左右側第3大 臼歯の萌出が認め られ














あ り,他に も過大 なオ ーバ ージェ ッ ト,重度 の
ディスクレパ ンシーそ して口唇突出を有 していた
が,左右側第1小 臼歯抜去によ り十分な前歯の後
方移動ができた。下顎は左右側第3大 臼歯の萌出
と側方歯群の近心傾斜があり,抜去 とバイヘ リッ
クスによる整直で重度のデ ィスクレパ ンシー,過
蓋咬合そしてスピー彎曲の改善ができた。下顎の
